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Photodegradation of aqueous perfluorooctanoic acid (PFOA) and perfluorononanoic acid (PFNA) were 
examined with UV radiation over different wavelength ranges. PFNA was photodegraded over solar 
wavelength range (≧ 290 nm); the photodegradation rate of PFNA was much greater than that of PFOA. 
Wavelength-dependence of photodegradation rate of PFNA showed that PFNA absorbed UV radiation up to 
330 nm or longer; only undissociated PFNA was photodegraded and short-chain perfluorocarboxylic acids 
(PFCAs) were simultaneously produced. Atmospheric lifetime estimation suggests that photodegradation of 
PFNA is significant for its sink and a source of short-chain PFCAs including PFOA in the environment. 
























試料（濃度 40 ppmw、含 2vol% CH3OH）およびブランク


















図 2に、光照射時間 tにおける PFNAの残存率（Ct /C0）
を常用対数目盛りで示す。


















































ln(Ct C0⁄ ) = − JFt よ り 、 JF275 = (3.0±0.3)×10
−7 、 JF300 = 
(2.3±0.2)×10−7、JF320 = (8.3±1.1)×10
−8を得た。JF275 > JF300 > 
JF320 > JF400 = 0より、PFNAは紫外光により光分解すること
がわかった。光分解生成物として、F−および PFOAを含む
短鎖 CnF2n+1COOH（n=1−7）が一斉に生成した。 
一方、PFOA は F275と F300における光照射 420h（各 1
回の実験）で2%減少し、生成物としてF−およびCnF2n+1COOH
（n=5, 6）を検出した。しかし、他の実験（上記以外の光照
射 420h実験 2回を含む全 32回の実験）で PFOAの減少は
確認されなかった。PFNA が PFOAより光分解しやすい傾
向は、高山での太陽光照射実験の結果 1)と一致する。 











存在比を δ とすると、JF= δ∫ I0σiΦi𝑑𝜆
λa
270  
から、λa = 329 と









PFNAが 350 nm付近まで光吸収することを確認した。 
実環境下では非解離の PFNA 割合を考慮する必要があ
る。酸解離定数（pKa）は、メタノール水溶液では水中よ
り大きくなる。本実験 PFNA 試料の pH は 4.2 で、H+濃度
が全て解離状態の PFNA に由来し、H+、C8F17COO
−、
C8F17COOH の活量係数がほぼ 1 と仮定すると、pKaは 3.8
で非解離 PFNAの存在比は 27%（δ=0.27）と求まる。文献




とすると約 300 年以下、土壌有機物中で pKa>4.5、pH~6.5








増加する 5)こと、またカルボン酸は約 280 nm付近に、n, π*
遷移の基底状態 S0 から励起三重項状態 T1 への S0→T1(n, 
π*)吸収（σ < 10
−22）を持つ 6)ことが知られている。本研究




図 3 仮定①および②における λaに対する JF比 
 
４. 結言 
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